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(4)理科

【平成２７年度「全国学力・学習状況調査」結果分析から】

３年ぶりに、全国学力・学習状況調査で、理 上益城 熊本県 全 国

科が実施されました。 小学校 61.7% 62.6% 60.8%

管内の結果は、右表のとおりです。 中学校 55.2% 54.4% 53.0%

そして、次のような内容に課題が見られました。

①観察、実験の器具について、適切な操作技能に関すること

②考察して分析した内容を記述すること

③実験に対する予想が合っていた場合に得られる結果を見通して実験を構想した

り、実験結果を基に自分の考えを改善したりすること

授業改善のポイント

①観察、実験の器具について、適切な操作技能を習得するために･･･

◎観察、実験の器具は、操作方法を丁 ◎観察、実験の器具の操作は、出てくる度

寧に説明し、必ず全員に操作させま に確認し、繰り返し指導しましょう。

しょう。 ★既習事項について実

★ＩＣＴ機器を活用 態を把握して、課題

した説明 があれば重ねて指導

★全員が操作できる ★パフォーマンステス

ような班分けや役 トの活用

割分担

②考察して分析した内容を記述するために･･･

◎必ず、学習した科学的用語を使って ◎めあてに対するまとめを、児童生徒自身

説明させましょう。 で書くことができる力を付けましょう。

★既習事項を掲示す ★発達段階に応じて、

るなど、学習した キーワードを明らか

ことを活用しやす にしてまとめる活動

い環境整備 の積み重ね

★ねらいをもった言 ★教師と子どもと一緒

語活動の設定 にまとめ

③結果を見通した実験を構想したり、実験結果を基に考えを改善するために･･･

◎実験を計画する際には、根拠を基に ◎実験結果が予想と違った場合、条件を制

予想し、その結果について 御して実験できているの

見通しをもたせま か、予想が間違ってい

しょう。 たのか等、再度検討さ

★自分の予想が正し せましょう。

ければ、どのよう ★再検討や再実験の時

な実験結果になる 間の確保

のかを必ず予測 ★実験結果の全体共有
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授業改善例 ：第１学年 第１分野 (1)身近な物理現象 ア 光と音

（平成２７年度「全国学力・学習状況調査」中学校の結果を踏まえた授業アイディア例から）

授業のねらい

浮力の大きさに関係する複数

の要因を、実験で調べる際、自

分の考えを班で検討し、条件を

制御した実験を計画できるよう

にする。

日常生活の中から気付きを

出し合い、提示実験をとおし

て本時の課題に導きます。

個人の考えを書き出す際、

既習内容や今までの経験をも

とに、付箋紙にできるだけた

くさん書き出します。

班で、それぞれが書き出

した付箋紙を貼り付けなが

ら、妥当性を検討したり、

分類して整理したりした後、

学級全体で共有します。

どれとどれを比較すればい

いのか、その結果がどうだっ

たらどんなことが言えるのか

など、条件制御に着目しなが

ら検討していきます。

予想と違う結果が出た場

合には、その要因を探った

り、実験の妥当性を見直し

たりします。

各班の実験結果は、学級全

体で共有し、多角的に考察さ

せます。

考察は、生徒自身の言葉で

書くことを目指します。


